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•福島市長、調整交付金の陳情 ･････････････････････････････ 2
•つがる市斎場竣工 ･･････････････････････････････････････････ 3
•全国スポーツレクリエーション祭 ･･････････････････････ 4
•第3回伝統芸能保存フェスタ ･････････････････････････････ 5
•つがる市老人福祉大会、統合中学校（仮称）校舎着工 ･･･  6～7
•街の話題 ････････････････････････････････････････････････  8～9
•おしらせ ･････････････････････････････････････････････  10～15

主  な  内  容

● 市の人口と世帯数 （平成19年10月1日現在） ● 人口　39,036人（男 18,680人／女 20,356人） ● 世帯数13,357世帯

おいしいお米が収穫できましたおいしいお米が収穫できました
　9月20日、柏小学校 5年生が学校田の稲刈り作業を
行いました。
　昔ながらの足踏み式脱穀機を体験した後、
機械での脱穀と比較しながら、農作業のうつ
りかわりを学びました。
　11月の収穫感謝祭が楽しみです。
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　防衛省は８月29日、在日米軍再編への協力度合いに応じて支払う再編交付
金について、受給候補地の交付額の算定基準を盛り込んだ運用概要をまとめ
ました。
　つがる市は、航空自衛隊車力分屯基地にある米軍の弾道ミサイル警戒用施
設「Ｘバンド・レーダー」が国の交付金の対象となっていることから、９月
４日、衆議院安全保障委員会が県内施設の視察の際に、木村太郎（当時）委
員長へ「基地周辺対策に関する要望」を陳情しました。

　福島市長は「本市は、車力分屯基地を設置以来運用にあたってはこれまで数々の協力をしてきました。また、昨
年日本で初めての米軍による弾道ミサイル防衛のためのＸバンド・レーダー・システムの配備を受け入れし、現在
米軍車力通信所として運用されていますが、基地周辺対策に係る経費が地元に転嫁されることにも財政の圧迫にも
つながるものであるため、国においてつがる市の実情をご理解いただき特段の配慮をお願いします」と陳情しました。
　これに対し、木村委員長は「今日は防衛省、外務省の担当も同行していますので、委員会という場を通じて、皆
さんが日米安全保障の体制の下にＸバンド・レーダーを受け入れ、地域との信頼関係を構築するために、地元とし
て大事な判断をされたと思いますので、関係省に対して、皆さんと一緒の思いで要求していきたいと思います。」
と福島市長に約束してくれました。

　

要　

望　

事　

項

１ 　

Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
・
シ
ス

テ
ム
の
調
整
交
付
金
の
対
象
に
つ

い
て

　

米
軍
資
産
に
つ
い
て
は
、
日
米
協

定
に
基
づ
き
非
課
税
扱
い
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
そ
の
影
響
額
を
国
が
調

整
交
付
金
と
し
て
交
付
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
同
シ
ス
テ
ム
は

移
動
式
で
あ
る
と
い
う
総
務
省
の
見

解
か
ら
交
付
金
の
対
象
外
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
レ
ー
ダ
ー
周
辺
に

立
ち
入
り
制
限
区
域
が
設
定
さ
れ
て

い
る
ほ
か
安
全
確
保
の
た
め
半
径
・

高
さ
６
㌖
に
わ
た
り
飛
行
制
限
空
域

が
設
け
ら
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

米
軍
関
係
者
は
「
通
信
等
イ
ン
フ
ラ

（
基
盤
）
と
連
動
し
て
お
り
、
車
力

通
信
所
以
外
で
の
運
用
予
定
は
無

い
」
と
の
事
で
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
一
部
タ
イ
ヤ
が
装
着
さ

れ
て
は
い
る
も
の
の
、
移
動
車
両
と

し
て
取
り
扱
う
に
は
疑
問
で
あ
り
、

調
整
交
付
金
の
対
象
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
ま
す
。

２ 　

市
道
の
買
い
上
げ
及
び
代
替
道

路
の
付
け
替
え
に
つ
い
て

　

自
衛
隊
Ｃ
地
区
を
横
断
す
る
市
道

（
豊
富
18
号
線
）
は
海
岸
に
通
じ
る

道
路
で
、
こ
れ
ま
で
、
農
、
漁
業
関

係
者
が
多
く
利
用
し
て
き
ま
し
た
。

　

Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
配
備
に

伴
い
警
備
が
強
化
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
自
動
小

銃
を
持
ち
地
域
住
民
に

色
々
訪
ね
た
り
す
る
こ

と
に
、
住
民
は
大
変
な

不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

又
、
日
米
両
国
の
基

地
関
係
者
の
車
両
も
頻

繁
に
通
行
す
る
こ
と
か

ら
、
市
道
の
維
持
・
修

繕
に
は
多
額
の
財
政
負

担
も
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

よ
っ
て
、
同
市
道
を

国
に
買
い
取
っ
て
戴
く

と
共
に
、
代
替
道
路
の

敷
設
を
お
願
い
し
ま
す
。

至 十三

つがる市
車力町

至 出来島

車力漁港

広域農道（メロンロード）

つがる市
富萢町
つがる市
富萢町

至 十三

つがる市
豊富町
つがる市
豊富町

つがる市
車力町

至 出来島

市営
「豊富18号線」
市営
「豊富18号線」代替要望道路代替要望道路

車力漁港

広域農道（メロンロード）

　

Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
運
用
に
伴

い
、
市
内
に
居
住
し
て
い
る
米
軍

関
係
者
に
向
け
て
、
市
は
つ
が
る

警
察
署
の
協
力
を
得
て
日
本
語
と

英
語
を
併
記
し
た
道
路
標
識
を
市

道
２
カ
所（
４
枚
）に
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
冬
に
米
軍
関
係
者
の
物
損

事
故
が
相
次
ぎ
、
米
軍
関
係
者
は
日

本
の
交
通
標
識
を
知
ら
な
い
人
も
い

て
、
事
故
を
懸
念
し
交
通
安
全
対
策

を
強
化
す
る
た
め
設
置
し
ま
し
た
。

　

設
置
し
た
標
識
は
一
時
停
止
を

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
」、速
度
落
と
せ
を
「
Ｓ

Ｌ
Ｏ
Ｗ　

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
」
と
表
示
し
て

お
り
、
柏
地
区
と
富
萢
町
地
区
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

危
険
箇
所
を
調
査
し
な
が
ら
、
来

年
度
以
降
も
順
次
数
を
増
や
し
て
い

く
予
定
で
す
。
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【使 用 料】

名
称 区　分 単位

金　額
市　内 市　外

つ
が
る
市
斎
場

死亡者の年齢が10歳以上 １体  10,000円  25,000円
死亡者の年齢が10歳未満
（流・死産児を含む） 〃   6,000円  12,000円

改葬のための火葬 〃   3,000円   5,000円
四肢その他人体の一部 １人分   2,000円   7,000円
小動物 1体   8,000円  13,000円

※車力斎場の使用料は現行どおりです。
ご利用の際には､ 次の事項に留意してください。
１．納棺の際の注意事項
　　 　ご遺体の尊厳を保ち、きれいな形で収骨できるようにするた
め、次に掲げるものは棺の中に入れないようお願いいたします。

　　 　ガラス製品・金属類・硬貨類・陶磁器類等の不燃性のもの・
衣類・書籍等

２．利用の心得
　⑴　茶器類は待合室に備えてあります。
　⑵　待合室等は、利用者が責任を持って後片付けをお願いします。
　⑶ 　飲食物の持ち込みは自由ですが、空カン・空ビン等はお持ち
帰りください。

　⑷　指定された場所以外での喫煙はご遠慮願います。
　⑸ 　当斎場は、つがる市が運営する施設であり、利用料金等は条
例で定められています。

　　 ｢お清め｣ や ｢志｣ などの心付けは、固くお断りいたします｡
 ３．斎場に持参していただくもの
　⑴　火葬許可証
　⑵　斎場使用許可証
　⑶ 　収骨壺及び添え花（生花）、お供え物、ローソク（大２本）、線香、
お茶葉、ゴミ袋等

　

10
月
１
日
、
新
斎
場
に
お
い
て
、
つ
が
る

市
斎
場
修
祓
式
が
行
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
斎

場
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
火
入
れ
式
で

は
福
島
市
長
、
髙
橋
議
長
と
工
事
関
係
者
が

点
火
を
行
い
新
斎
場
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
松
の
館
」
で
行
わ
れ
た
落
成
式

で
市
長
は
「
長
年
の
懸
案
で

あ
っ
た
斎
場
が
近
代
技
術
の

粋
を
結
集
し
た
最
新
鋭
の
施

設
と
し
て
完
成
し
た
こ
と
は

喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
ま

た
ご
会
葬
の
方
々
が
故
人
を

偲
ぶ
、
思
い
出
と
別
れ
の
大

切
な
場
所
と
な
る
こ
と
を
確

信
し
て
い
ま
す
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
施
設
は
、
旧
斎
場
の
東
側
に
建
設

　

完
成
し
た
施
設
は
、
旧
斎
場
の
東
側
に
建
設

さ
れ
、
最
新
鋭
の
技
術
を
駆
使
し
た
無
煙
・
無

さ
れ
、
最
新
鋭
の
技
術
を
駆
使
し
た
無
煙
・
無

臭
の
設
備
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
環
境
対
策
に

臭
の
設
備
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
環
境
対
策
に

も
万
全
を
期
し
て
お
り
、
新
た
に
小
動
物
用
の

も
万
全
を
期
し
て
お
り
、
新
た
に
小
動
物
用
の

火
葬
炉
を
併
設
し
、
住
民
福
祉
と
公
衆
衛
生
の

火
葬
炉
を
併
設
し
、
住
民
福
祉
と
公
衆
衛
生
の

向
上
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

向
上
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

従
来
の
斎
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
た
明
る

　

従
来
の
斎
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
た
明
る

い
近
代
的
な
建
物
と
し
な
が
ら
も
、
ご
遺
族
や

い
近
代
的
な
建
物
と
し
な
が
ら
も
、
ご
遺
族
や

ご
会
葬
の
方
々
が
心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
、
故
人

ご
会
葬
の
方
々
が
心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
、
故
人

を
静
か
に
偲
ぶ
、
大
切
な
場
所
と
な
る
よ
う
十

を
静
か
に
偲
ぶ
、
大
切
な
場
所
と
な
る
よ
う
十

分
な
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。

分
な
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
が
る
市
斎
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

42
•
６
１
９
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

環
境
衛
生
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

42
•
１
１
１
０

近
代
的
な
炉
前
ホ
ー
ル

窓
が
大
き
く
明
る
い
待
合
室

▲
明
る
い
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

●時　　間
 　午前８時30分～午後５時15分
●火葬開始時間
　午前の部　９時～10時30分
　　　　　　10時～11時30分
　午後の部　１時30分～３時
　　　　　　２時30分～４時
●所要時間　告別から収骨まで約90分
●休 業 日　１月１日、２日、８月16日
●ご利用の手続き
   　斎場の使用は今までどおり、市役所市民課又
は各支所の民生福祉課で死亡届の提出と火葬許
可手続きをしていただきます。
   　小動物（ペット）の焼却は、火葬許可等（市
役所環境衛生課受け付け）の手続きを終えた後、
ダンボール箱等に入れて、直接斎場へ持参して
ください。
　 　なお、閉庁日の受け付けは本庁の日直で受け
付けしています。

【施設概要】
■所 在 地　つがる市木造下福原篠原116番地33
■敷地面積　5,771.14㎡
■延床面積　1,384.75㎡
■建築構造　鉄筋コンクリート造　一部２階建
■施　　設
　　火葬棟　 冷却室付火葬炉３基、動物炉１基、

炉前ホール、告別ホール、収骨室、
監視室、事務室

　　待合棟　 待合室(和室1室、洋室1室)、ラウンジ
　　その他　霊灰塔、駐車場
　　設　備　全館冷暖房
■総事業費　687,759千円
　内　訳　　地 質 調 査　  1,176千円
　　　　　　設 計 監 理　 24,075千円
　　　　　　建築工事費　543,900千円
　　　　　　築炉工事費　107,730千円
　　　　　　備　　　品　 10,878千円
■建築工事着工　　平成18年9月21日
■建築工事完成　　平成19年9月14日
■建物供用開始　　平成19年10月1日
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「
熱
く
な
れ
、
み
ん
な
輪
に
な
れ
、
り

ん
ご
の
国
で
」
を
合
言
葉
に
行
わ
れ
た

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
見
る
者
を
熱
く
さ
せ

る
ゲ
ー
ム
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
今
や
、
高
齢
者
の

ゲ
ー
ム
で
は
な
く
な
り
、
20
代
か
ら
楽

し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
最
も
若
い
チ
ー
ム
は
、
平

均
年
齢
43
歳
で
中
に
は
21
歳
の
参
加
者

も
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
も
高
齢
の
チ
ー
ム
平
均
は

福
岡
県
か
ら
参
加
し
た
81
歳
で
し
た
。

　

今
大
会
の
特
別
賞
と
し
て
大
会
中

に
誕
生
日
を
迎
え
た
８

名
に
は
「
ハッ
ピ
ー
バ
ー
ス

デ
ー
」
賞
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

大
会
で
は
、
韓
国
チ
ー

ム
が
や
は
り
強
敵
で
、
チ
ー

ム
プ
レ
ー
で
あ
る
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
キ
ャ
プ
テ
ン
が
う

ま
く
リ
ー
ド
し
な
が
ら
指

示
さ
れ
た
所
に
ボ
ー
ル
を

転
が
し
、
次
々
と
相
手
の

ボ
ー
ル
を
弾
き
飛
ば
し
な

が
ら
確
実
に
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
し
て
い

き
、
対
戦
し
た
チ
ー
ム
も
潔
く
負
け

を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
感
じ
で

し
た
。

　

地
元
か
ら
、
木
造
、
柏
、
稲
垣
の

３
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
ど
の
チ
ー
ム

も
善
戦
し
ま
し
た
が
、
柏
チ
ー
ム
の

島
田
あ
や
め
さ
ん
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
参
加
者
の
最
高
齢
で
も
あ
り
ま
し

た
が
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
ゲ
ー
ム

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、「
つ
が
る
市
」

を
Ｐ
Ｒ
し
、地
元
料
理
の「
け
の
汁
」や「
ジ
ュ

ン
サ
イ
汁
」
を
ふ
る
ま
い
、
ね
ぶ
た
囃
子
や

稲
垣
レ
ク
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
の
踊
り
も
披
露
さ

れ
、
県
外
か
ら
の
参
加
者
は
青
森
を
つ
が
る

市
を
知
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

ふ
る
ま
い
コ
ー
ナ
ー
の
傍
ら
で
は
、
夏
の

カ
ー
リ
ン
グ
と
し
て
、ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ「
ユ

ニ
カ
ー
ル
」
の
体
験
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
福
島
市
長
は
「
皆
さ
ん
の
頑

張
っ
て
い
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
こ
、
つ
が
る
市
に
集
え
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

❀
大 

会 

成 

績

１
位
グ
ル
ー
プ

　

 　

木
次(

島
根
県)

、
滝
見
ク
ラ
ブ(

宮
城

県)

、
天
啓
ク
ラ
ブ(

三
重
県)

、
韓
国
Ａ
、

石
和
し
ん
め
い(

山
梨
県)

、
国
富
町
Ｇ
Ｂ

ク
ラ
ブ(

宮
崎
県)

２
位
グ
ル
ー
プ

　
 　

焼
津
ク
ラ
ブ(

静
岡
県)

、
若
葉(

茨
城

県)

、
美
保
関(

島
根
県)

、
川
崎
ク
ラ
ブ

(
宮
城
県)

、
須
玉
あ
ず
ま(

山
梨
県)

、
茂

原
コ
ス
モ
ス(

千
葉
県)

韓国チームは強かっ
た！

稲垣チームVS広島県チーム

大会最高齢の、柏の島田あやめ
さん（92歳）もがんばりました

戦況を見る木造チー
ム

つがる市と韓国の友好親善
ではペナントを交換

　９月23・24日につがる地球村ゲートボール場で開催された、第20回全国スポーツレクリエーション祭ゲート
ボール大会は、全国から86チームと韓国から２チーム約850人の選手と延べ250人のスタッフ、約1000人の来
場者が地球村に訪れ、盛大に開催されました。
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つ
が
る
市
登
山
囃
子
保
存
会

　

毎
年
、
旧
暦
の
八
月
一
日
に
行
わ

れ
る
津
軽
地
方
最
大
の
秋
祭
り
で
、

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
伝
統
行
事
の
「
お
山
参

詣
」
の
お
囃
子
で
す
。

　

五
穀
豊
穣
と
家
内
安
全
を
祈
願
し
、

津
軽
各
地
よ
り
白
装
束
に
身
を
か
た

め
た
人
々
が
集
ま
り
、「
サ
イ
ギ
サ

イ
ギ
」
と
い
う
お
題
目
を
唱
え
な
が

ら
、
霊
峰

岩
木
山
を

登
り
ま
す
。

　

山
頂
で

の
ご
来
光

を
拝
し
、

下
山
す
る

時
に
演
奏

さ
れ
る
の

が
下
山
囃

子
で
す
。

　

三
方
荒
神
鹿
島
獅
子
保
存
会

　

今
よ
り
２
０
０
年
以
上
も
前
に
、

鹿
島
神
社

が
お
授
け

に
な
り
、

鹿
島
様
の

前
で
お
神

楽
を
行
っ

た
と
い
う

の
が
始
ま

り
と
言
わ

れ
て
お
り

ま
す
。

　

鹿
と
案
内
す
る
猿
が
奥
山
か
ら
降

り
て
き
て
、
川
に
橋
を
架
け
て
渡
り
、

森
に
上
が
っ
て
、
お
宮
に
参
拝
し
て
、

神
社
の
庭
で
お
神
楽
を
行
う
と
い
う

構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

弥
三
郎
節
保
存
会

　

津
軽
地
方
に
伝
わ
る
嫁
い
び
り
の

内
容
を
も
っ
た
数
え
唄
形
式
の
民
謡

で
、
文
化

５
年
（
１

８
０
８)

、

旧
森
田
村

の
下
相
野

の
百
姓
弥

三
郎
の
所

に
隣
村
大

開
の
百
姓

万
九
郎
の

娘
が
嫁
に

き
ま
し
た
が
、
弥
三
郎
の
親
の
嫁
い

び
り
に
耐
え
切
れ
ず
、
つ
い
に
離
縁

す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
別
れ
の
時
、

思
い
余
っ
て
外
に
放
り
出
さ
れ
た
長

持
に
腰
を
か
け
て
、
嫁
が
恨
み
を
こ

め
て
歌
っ
た
の
が
、
こ
の
弥
三
郎
節

の
由
来
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
正
調
弥
三
郎
節
を
唯
一
歌

え
る
盛
ト
キ
ワ
さ
ん
は
、
今
年
95
歳

を
迎
え
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
元
気

に
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ハ
イ
節
保
存
会

　

高
い
裏
声
を
張
り
上
げ
て
歌
う
旧

森
田
村
の
盆
踊
り
唄
で
、
日
本
民

謡
と
し
て
は
、
き
わ
め
て
特
異
な

発
声
法
を

用
い
て
お

り
、
津
軽

民
謡
の
中

で
も
異
色

で
、
日
本

の
ヨ
ー
デ

ル
と
も
い

わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

由
来
は
、

今
か
ら
４
３
０
年
位
前
の
天
正
年
間
、

津
軽
藩
の
祖
津
軽
為
信
が
、
油
川
城

を
攻
撃
し
た
時
、
落
城
が
叶
わ
ず
兵

士
た
ち
の
落
胆
ぶ
り
は
相
当
な
も
の

で
し
た
。

　

険
し
い
津
軽
坂(

今
の
鶴
ヶ
坂)

を

越
え
て
津
軽
藩
に
帰
る
こ
と
な
ど
到

底
で
き
そ
う
も
な
か
っ
た
そ
う
で
、

そ
ん
な
兵
士
た
ち
の
士
気
を
鼓
舞
す

る
た
め
に
、
為
信
公
が
峠
の
「
お
玉

茶
屋
」で
即
席
に
歌
っ
た
の
が
、こ
の

歌
の
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

木
造
甚
句
保
存
会

　

こ
の
唄
は
、
名
君
と
称
さ
れ
る
四

代
藩
主
・
津
軽
信
政
公
が
新
田
開
発

の
拠
点
と
し
て
設
け
た
代
官
所
や

御
仮
屋
に
お
い
て
、
20
日
盆
の
時
に
、

松
の
木
の
下
に
陣
取
っ
た
殿
様
の

前
で
歌
い

踊
っ
て
見

せ
た
の
が
、

こ
の
唄
の

始
ま
り
と

言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
昔
、

物
不
足
の

時
代
は
、

特
別
な
良

い
着
物
が
な
く
、「
ボ
ド
」
と
い
う

普
段
着
で
踊
っ
た
そ
う
で
、
当
時
を

そ
の
ま
ま
再
現
し
て
「
ボ
ド
」
を
着

て
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

　

出
野
里
獅
子
踊
保
存
会

　

出
野
里
獅
子
踊
り
は
、
３
２
０
年

以
上
の
歴
史
が
あ
り
、
１
６
８
０
年

代
に
新
田
開
発
の
た
め
出
野
里
に

や
っ
て
き
た
武
士
た
ち
が
、
出
野
里

の
人
々
に
教
え
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
踊
り
は
、
三
体
の

鹿
の
獅
子
が
、猿
の
化
身
で
あ
る「
オ

ガ
シ
」
に
導
か
れ
て
橋
を
渡
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
雄
獅
子
と
中
獅
子
が
雌

獅
子
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
争
い
ま
す
。

　

や
が
て
、
仲
直
り
し
た
三
体
の
獅

子
た
ち
は
、
力
を
合
わ
せ
て
結
界

を
は
ず
し
、

神
聖
な
世

界
へ
と
近

づ
い
て
い

く
と
い
う
、

大
変
ド
ラ

マ
チ
ッ
ク

な
構
成
に

な
っ
て
い

ま
す
。

　

嘉
瀬
奴
踊
保
存
会

　

嘉
瀬
奴
踊
り
は
、
五
所
川
原
市
金

木
町
に
約

３
０
０
年

前
か
ら
伝

わ
る
全
国

的
に
も
有

名
な
盆
踊

り
で
、
昭

和
44
年
12

月
に
「
青

森
県
無
形

民
俗
文
化

財
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

♪
サ
ー
サ　

こ
れ
か
ら　

奴
踊
り

お
ど
る　

サ
ー
サ　

こ
れ
か
ら　

奴

踊
り
お
ど
る
♪

　

第
三
回
つ
が
る
市
伝
統
芸
能
保
存

フ
ェ
ス
タ
が
、
９
月
14
日
、
柏
ふ
る

さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

７
団
体
が
参
加
、
約
４
０
０
人
の
市

民
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
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長寿番付10傑（19年10月1日現在)
【男性】
順位 氏　　名 年齢 地区名
１ 荒　谷　謙太郎 100 柏
２ 藤　田　要　三 99 木　造
３ 光　谷　由　松 99 木　造
４ 渋　谷　直　隆 98 稲　垣
５ 坂　本　恭太郎 98 車　力
６ 小山内　喜三郎 97 森　田
７ 山　口　四　郎 97 木　造
８ 佐々木　年　雄 97 木　造
９ 七　戸　喜代吉 97 森　田
10 葛　西　末　吉 97 森　田
【女性】
順位 氏　　名 年齢 地区名
１ 今　　　ソ　ワ 104 稲　垣
２ 伊　藤　イ　ソ 100 木　造
３ 神　　　イ　コ 100 車　力
４ 成　田　ミ　ツ 100 木　造
５ 三　橋　と　せ 99 木　造
６ 伊　藤　キ　セ 99 木　造
７ 野　呂　な　り 99 稲　垣
８ 齋　藤　た　か 99 森　田
９ 小　寺　ち　せ 99 車　力
10 永　田　そ　よ 98 木　造

　

市
内
に
お
い
て
不
法
投
棄
が
依
然

と
し
て
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

監
視
を
強
化
し
て
い
ま
す
が
、
不
法

投
棄
ご
み
は
多
数
箇
所
に
投
棄
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
今
年
も
数
回
に
わ

た
り
撤
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
が
、

撤
去
に
は
多
額
の
経
費
が
か
か
り
ま

す
。

　

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」５月に行われた撤去作業

不法投棄されたごみの山

の
た
め
市
民
一
人
ひ
と
り
が
意
識
を

高
め
、
市
内
か
ら
不
法
投
棄
を
な
く

す
た
め
協
力
し
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
「
不
法
投
棄
監

視
シ
ス
テ
ム
」
を
設
置
し
、
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
の
で

「
ご
み
は
市
外
か
ら
持
ち
込
ま
せ
な

い
、
市
内
で
不
法
投
棄
し
な
い
」
と

い
う
意
識
で
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

９
月
28
日
、「
松
の
館
」
で
、
つ

が
る
市
老
人
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、

長
寿
者
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
、
福
島
市
長
は
「
今
日
の

日
本
の
繁
栄
が
あ
る
の
は
、
皆
様
方

が
長
年
に
渡
り
様
々
な
分
野
で
の
ご

活
躍
に
よ
り
基
礎
を
築
い
て
い
た
だ

い
た
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。
年
々
ご

長
寿
の
方
が
増
え
て
お
り
ま
す
こ
と

は
、
市
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
を

進
め
て
お
り
ま
す
本
市
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
大
変
う
れ
し
く
、
喜
ば
し

い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
皆
様
方
が
お
元
気
で
、
楽
し
く

お
過
ご
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
政

の
充
実
・
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
88
歳
到
達
者
夫
婦
（
青

森
県
知
事
伝
達
）
３
組
、
結
婚
60
周

年
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
は
昭
和

22
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
の
間

に
婚
姻
の
届
出
を
さ
れ
た
夫
婦
）
を

迎
え
ら
れ
た
夫
婦
30
組
、
結
婚
50
周

年
（
金
婚
夫
婦
は
昭
和
32
年
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
の
間
に
婚
姻
の
届

出
を
さ
れ
た
夫
婦
）
を
迎
え
ら
れ
た

夫
婦
33
組
に
顕
彰
状
な
ど
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

閉
会
後
は
、
柴
田
保
育
所
、
柏
第

三
保
育
所
、
森
田
保
育
所
、
し
げ
た

保
育
園
、
富
萢
保
育
所
の
園
児
に
よ

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
会

場
は
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

88
歳
到
達
者
夫
婦
（
県
知
事
顕
彰
）

　

木
造
林
阿
曽
沼

　
　
　

三
浦　

兼
造
・
き
く
江
さ
ん

　

森
田
町
下
相
野
千
代
倉

　
　
　

三
戸　

恭
一
・
や
ゑ
さ
ん

　

稲
垣
町
繁
田
赤
簱

　
　
　

尾
野
不
二
夫
・
オ
ナ
さ
ん

　

市
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
社
会
の
伸
展
に
寄
与
し
て
き
た
高

齢
者
に
対
し
て
敬
意
を
表
し
祝
福
す
る
た
め
、
９
月
28
日
、
松
の
館

で
「
つ
が
る
市
老
人
福
祉
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

監
視
を
強
化

監
視
を
強
化

ダイヤモンド婚で表彰を
受けるご夫婦

柏第三保育所は音楽に
合わせてのカラーガード

富萢保育所は元気いっぱい
のヨッチョレ
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安全祈願をする
福島市長

　学生の制服を考える

　私が初めて日本に来たのは高校生の時でした。

　一番驚かされたことは学生の制服でした。日本人の学生はみんな

制服を着るので、あまり考えないと思うのですが、一回も制服を着

たことがない私には制服はとても面白いです。普通のアメリカの公

立高校生に聞けば、制服は嫌いと答えるかもしれません。でも、日

本人の生徒達はみんな文句を言わず着るので、アメリカ人が思って

いるほど悪くはないのでしょう。

　実際に制服を見るまでは、私は他のアメリカ人の高校生のよう

に、制服は人の性格を消してしまうものだと思っていました。生徒

全員が同じものを着るのは不自由な感じがしました。　

しかし、アメリカでは自由ということよりスタイルを重視している

高校生があまりにも多いことに気が付いた時、その考えは理にか

なっていないと思いました。服を自由に選択できるのはいいです

が、ファッシを大事にしすぎる若者が貧乏な生徒をいじめる場合も

あります。それに他人が自分の服と似ていないものを着れば友達に

なれない若者が多く、服は派閥を支えているのではないでしょう

か。

　今、私は学生ではありませんが、制服にはたくさん良いことがあ

ることが分かるようになりましたが、といって

も、まだ理解できないことが一つ残っています。

なぜ日本の制服はいつも性別によって違うので

しょうか。制服が本当に同一にするものだった

ら、男も女も生徒みんな同じものを着たら公平

ではないでしょうか。

　国際交流員　

⑥
（全10回）

　

木
造
地
区
３
中
学
校
（
木
造
、
木
造
西
、
館
岡
中
学

　

木
造
地
区
３
中
学
校
（
木
造
、
木
造
西
、
館
岡
中
学

校
）
が
統
合
す
る
、
統
合
中
学
校
（
仮
称
）
校
舎
新
築

校
）
が
統
合
す
る
、
統
合
中
学
校
（
仮
称
）
校
舎
新
築

工
事
安
全
祈
願
祭
が
９
月

工
事
安
全
祈
願
祭
が
９
月
2626
日
、
木
造
中
学
校
敷
地
内

日
、
木
造
中
学
校
敷
地
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

安
全
祈
願
祭
は
、
市
や
工
事
関
係
者
ら

　

安
全
祈
願
祭
は
、
市
や
工
事
関
係
者
ら
8080
人
が
出
席

人
が
出
席

し
て
行
わ
れ
、
福
島
市
長
は
「
新
築
校
舎
は
多
目
的

し
て
行
わ
れ
、
福
島
市
長
は
「
新
築
校
舎
は
多
目
的

に
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
随
所
に
確
保
し
て
お
り
教

に
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
随
所
に
確
保
し
て
お
り
教

育
活
動
の
機
能
性
を
十
分
に
兼
ね
備
え
た
も
の
で
あ
り
、

育
活
動
の
機
能
性
を
十
分
に
兼
ね
備
え
た
も
の
で
あ
り
、

つ
が
る
市
の
未
来
を
託
す
大
切
な
生
徒
た
ち
の
学
び
舎

つ
が
る
市
の
未
来
を
託
す
大
切
な
生
徒
た
ち
の
学
び
舎

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
立
派
な
校
舎
の
完
成
を
期
待
し
ま

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
立
派
な
校
舎
の
完
成
を
期
待
し
ま

す
。
ま
た
、
工
事
に
当
た
り
学
校
運
営
に
支
障
な
く
、

す
。
ま
た
、
工
事
に
当
た
り
学
校
運
営
に
支
障
な
く
、

そ
し
て
事
故
が
な
い
よ
う
万
全
を
期
し
て
も
ら
い
た
い

そ
し
て
事
故
が
な
い
よ
う
万
全
を
期
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

《
校
《
校  

舎舎  

概概  

要
》
要
》

構　

造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
て

構　

造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
て

　

延
床
面
積　

７
７
４
５
・

　

延
床
面
積　

７
７
４
５
・
3838
㎡㎡

　

う
ち　

給
食
施
設　

２
６
１
㎡

　

う
ち　

給
食
施
設　

２
６
１
㎡

開
校
年
月
日　

平
成

開
校
年
月
日　

平
成
2121
年
４
月
１
日

年
４
月
１
日

学
級
数　

学
級
数　

1818
学
級
学
級

　

生
徒
数　

４
８
６
人

　

生
徒
数　

４
８
６
人((

平
成
平
成
2121
年
４
月
１
日
予
定
数

年
４
月
１
日
予
定
数))

特　

徴

特　

徴

••  

校
舎
、
体
育
館
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
建
設
費
の

校
舎
、
体
育
館
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
建
設
費
の

圧
縮
を
し
、
現
在
の
地
形
、
樹
木
等
を
生
か
す
工
夫

圧
縮
を
し
、
現
在
の
地
形
、
樹
木
等
を
生
か
す
工
夫

が
さ
れ
て
い
ま
す

が
さ
れ
て
い
ま
す

••  

校
舎
内
部
に
は
、
木
材
（
ヒ
バ
）
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

校
舎
内
部
に
は
、
木
材
（
ヒ
バ
）
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

用
し
温
か
み
の
あ
る
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す

用
し
温
か
み
の
あ
る
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す

••  

学
年
ご
と
に
多
目
的
ホ
ー
ル
を
設
け
学
習
に
利
用
で

学
年
ご
と
に
多
目
的
ホ
ー
ル
を
設
け
学
習
に
利
用
で

き
ま
す

き
ま
す

••  

給
食
室
の
２
〜
３
階
を
小
体
育
館
と
し
卓
球
や
バ
ド

給
食
室
の
２
〜
３
階
を
小
体
育
館
と
し
卓
球
や
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を
、
ま
た
体
育
館
は
従
来
よ
り
天
井
を
高

ミ
ン
ト
ン
を
、
ま
た
体
育
館
は
従
来
よ
り
天
井
を
高

く
し
、
２
階
で
は
剣
道
や
柔
道
等
の
競
技
が
出
来
る

く
し
、
２
階
で
は
剣
道
や
柔
道
等
の
競
技
が
出
来
る

よ
う
に
配
置
し
て
あ
り
ま
す

よ
う
に
配
置
し
て
あ
り
ま
す
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山の神、海の神、里の神大綱引き合戦　
　９月11日（旧暦８月１日）、岩木山神社で大綱引き合戦が
行なわれました。
　岩木山神社を「山の神」、高山稲荷神社を「海の神」、猿
賀神社を「里の神」として、三神社の選手が神の使者となり、
豊年万作大漁を願い大綱引き大会が行われ、神の使者は一所
懸命に綱を引き、また観客は手に汗を握って力の入った応援
をして、年に一度の合戦を楽しんでいました。
海の神の使者は、つがるの意地を見せハッスルしていました。

「つがるの大地に福祉の芽を育てよう」
　９月８日、第３回つがる市社会福祉大会が「松の館」で開
催されました。
　大会は、人との絆を大切にした地域社会を目指そうと開催
され、オープニングでは牛潟小児童15名による「虫送り」が
披露、「福祉の作文」が５小学校児童により発表が行われま
した。
　また、チャリティー芸能ショーやリサイクルバザー、出店
等もあり、参加者は楽しい1日を過ごしました。

農業用廃プラを回収
　９月７日、市役所とＪＡ木造町では農業用の廃棄プラス
チックを回収し、産廃業者に処分を依頼しました。
　早朝から町農協には30台以上の農家の車が、列を作り廃プ
ラを運搬、計量しては産廃業者のトラックへ積み込みしてい
ました。
　この日回収された廃プラは28㌧にもなり、積み込みは夕方
までかかりました。
　廃プラは、燃やさず適正に処分しましょう。

「火の用心」のぼり旗を寄贈
　10月９日、消防本部で全労済青森県本部から「火の用心」
のぼり旗100本が寄贈されました。
　消防本部嶋田消防長は「火の用心のぼり旗は、地域住民の
火災予防運動に大いに寄与するものと確信しています」とお
礼を述べました。
  今月15日～21日まで行われている、青森県秋の火災予防運
動に併せて寄贈されたもので、市内各所に立てられ火災予防
を喚起しています。

りんごパトロール隊　出動
　９月19日、市役所前で今年の「りんごパトロール隊」の出
動式が関係者50名が出席して行われました。
　福島市長は「丹精込めて育てたりんごを盗まれることは絶
対にあってはならないことで、盗難を防いでいただきたい」
とあいさつ、パトロール隊を代表して柴谷亮さんがパトロー
ルにおける決意表明をし、各班一斉に出動しました。
　今年も３班に分かれてパトロールを実施します。
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秋の交通安全運動の集い
　９月19日、イオン柏ショッピングセンターで「つがる市交
通安全のつどい」が150人の市民が参加し開催されました。
　地区交通安全協会長より県知事からのメッセージの伝達が
あり、木造北保育園、柏第一保育所の園児によるアトラクショ
ンが行なわれ、最後に館岡子供交通指導隊と柴田子供交通指
導隊が「右側を歩き、道路で遊ばない、飛び出さない、信号
を守ります」と交通安全宣言をしました。

80周年記念吹奏楽演奏会
　９月８日、県立木造高等学校創立80周年を記念して、「松
の館」で吹奏楽部とＯＢ会「フレンドリー」が共演しての演
奏会が行われました。
　会場には、卒業生ら木造高校に縁のある市民約200人が訪
れ、吹奏楽に聞き入っていました。
　演奏会は、クラシック・吹奏楽の名曲を中心に行われ、後
半には演歌メドレーも披露され大いに盛り上がりました。

第４回地域安全ウォーキングin車力　
　９月16日、第４回地域安全ウォーキングin車力が行われ、
市内外から参加した約150名が５㌔、15㌔、21㌔の３コース
に分かれ、交通安全・防犯の願いを込めて歩きました。
　雨が降りしきる中、参加者は黄金色に色づいた稲穂を眺め
自分のペースで完歩を目指して歩き、ウォーキング後は、む
らおこし拠点館「フラット」でとろろご飯としじみ汁を食べ
雨に濡れた体を暖めていました。

森田少年野球チームが市長を訪問
　９月20日、森田クラブ少年野球チームが福島市長を訪れ、
今年の大会結果を報告しました。
　同チームは、県内で開催された軟式野球大会では優勝、準
優勝、また東北大会への出場など輝かしい成績を残しました。
　市長は「大変すばらしい成績です。この結果に満足しない
で来年は一つでも多く勝つことを目標にがんばってくださ
い」と選手を激励しました。

赤ちゃんふれあい教室
　10月２日、森田町福祉センター「あーすとぴあ」で、木造
西中学校の「赤ちゃんふれあい教室」が開催されました。
　生徒16人が４班に分かれて、10人の赤ちゃんの世話をしな
がらお母さんの代役を務めました。
　５カ月から２歳５カ月までの赤ちゃんと一緒に遊んだり、
着替えをさせたりして、生徒たちは赤ちゃんの温もりと命の
尊さを肌で感じていました。
　生徒たちは「赤ちゃんって、あったかい」と話していました。
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便
利
な
口
座
振
替
を

　
　
　
　
　

利
用
し
ま
し
ょ
う

　

口
座
振
替
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

と
、
指
定
し
た
口
座
か
ら
毎
月
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
る
の
で
、
手
間
や
時
間
が
省
け
て
納

め
忘
れ
が
な
く
、
便
利
・
安
心
・
確
実
で
す
。

　

口
座
振
替
で
の
１
カ
月
ご
と
の
お
支
払
い
な

ら
、
そ
の
月
の
保
険
料
を
そ
の
月
の
末
日
に
引

き
落
と
す
早
割
制
度
を
利
用
す
る
と
月
額
50
円

の
割
引
に
な
り
お
得
で
す
（
※
一
部
免
除
の
承

認
を
受
け
て
い
る
方
は
早
割
制
度
を
ご
利
用
で

き
ま
せ
ん
）。

　

１
年
分
前
納
で
は
３
５
５
０
円
割
引
、
６
カ

月
前
納
で
は
９
６
０
円
割
引
さ
れ
ま
す
。（
※

現
金
で
前
納
さ
れ
る
場
合
は
、
１
年
分
・
６
カ

月
分
以
外
に
、
そ
の
他
の
期
間
の
前
納
も
可
能

で
す
）。

　

手
続
き
は
簡
単
で
す
。
年
金
手
帳
や
納
付
書

（
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の
）、
預
貯
金

通
帳
、
金
融
機
関
へ
の
届
出
印
を
お
持
ち
の
う

え
、
指
定
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
や
郵
便
局
、

社
会
保
険
事
務
所
の
窓
口
へ｢

口
座
振
替
納
付

申
出
書｣

を
提
出
す
る
だ
け
で
す
（
申
込
用
紙

を
社
会
保
険
事
務
所
へ
郵
送
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
）。

　

口
座
振
替
の
申
込
用
紙
（
振
替
方
法
の
変
更

も
同
じ
申
込
用
紙
と
な
り
ま
す
）
は
、
納
付
書

に
綴
ら
れ
て
い
る
ほ
か
市
町
村
・
各
金
融
機
関

の
窓
口
や
社
会
保
険
事
務
所
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
届
出
ま

し
ょ
う
。

•
20
歳
に
な
っ
た
時

•
会
社
を
退
職
し
た
時

•
結
婚
や
退
職
等
で
配
偶
者
の
扶
養
に
な
っ
た
時

•
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
時

•
納
付
書
を
紛
失
し
た
時

•
年
金
を
受
給
し
て
い
た
方
が
亡
く
な
っ
た
場
合

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

市
役
所 

市
民
課 

電
話
42
•
１
１
０
８

　
　

又
は　

弘
前
社
会
保
険
事
務
所

電
話　

０
１
７
２
•
27
•
１
３
３
８　

　

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

　
　
　
　
　
　

お
済
で
す
か
？

　

請
求
期
限
は
、
平
成
20
年
３
月
31
日
で
す
。

　

こ
の
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
法
律
の
規
定
に

よ
り
、
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権
利
が
消
滅
し

ま
す
。

対
象
者　

 

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務

扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方

が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ

る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
特
別

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

一　

弔
慰
金
の
受
給
者

　

二　

戦
没
者
等
の
子

　

三　

①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

　
　

（ 

戦
没
者
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
な

か
っ
た
方
は
除
き
ま
す
）

　

四　

 

前
記
三
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹

　

五　

 

前
記
一
か
ら
四
以
外
の
三
親
等
内
の
親

族
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
続
き

一
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方

に
限
り
ま
す
）

給
付
内
容　

額
面
40
万
円

　
　
　
　
　

10
年
償
還
の
記
名
国
債

　

請
求
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

市
役
所 

福
祉
課 

電
話
42
•
２
１
７
５

　
　

又
は
各
支
所　

民
生
福
祉
課

　

か
し
わ
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
宅
地
分
譲
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
後
の
１
区
画

所
在
地　

つ
が
る
市
柏
桑
野
木
田
幾
世
地
内

区
画
数　

 

１
区
画
（
総
区
画
数
37
区
画
、
分
譲

済
区
画
数
36
区
画
）

面　

積　

34
番　
　
　

４
０
６
・
６
６
㎡

価　

格　

４
２
６
万
９
９
３
０
円

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

市
役
所 

管
財
課 

電
話
42
•
２
３
９
４

　

巡
回
結
核
検
診
が
実
施
さ
れ
ま
す

　

今
月
（
10
月
）
は
柏
地
区
・
森
田
地
区
・
木

造
地
区
の
巡
回
結
核
検
診
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

総
合
健
診
や
病
院
で
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

を
受
け
て
い
な
い
方
は
こ
の
機
会
に
是
非
受
け

ま
し
ょ
う
。

●
受
け
ら
れ
る
方　

　

 　

つ
が
る
市
に
住
所
が
あ
る
65
歳
以
上
の
方

 

(

昭
和
18
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方)

●
受
け
ら
れ
な
い
方

　

 　

市
で
実
施
し
て
い
る
総
合
健
診
で
肺
が
ん

検
診
や
個
別
検
診
で
結
核
検
診
を
受
け
た
方

及
び
受
け
よ
う
と
す
る
方
。
病
院
な
ど
で
定

期
的
に
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
受
け
て
い
る
方
。

●
検
診
料
金

　

 　

無　

料
（
受
付
時
に
お
名
前
と
生
年
月
日

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

市
役
所　

健
康
推
進
課

電
話　

42
•
２
０
４
４　

「
納
税
作
品
」
を
展
示
し
ま
す

　

11
月
11
日
（
日
）
か
ら
17
日
（
土
）
ま
で
行

わ
れ
る
「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
合
わ
せ
、
今

年
も
小
・
中
学
生
に
よ
る
、
税
に
関
す
る
入
選

作
品
（
習
字
・
ポ
ス
タ
ー
・
作
文
）
を
展
示
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

展
示　

 

11
月
10
日(

土)

・
11
日(

日)

の
２
日
間

場
所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ
が
る
柏

作
品　

つ
が
る
市
・
西
津
軽
郡
の
入
選
作
品

　

問
い
合
わ
せ
先　

　
　

青
森
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

　
　
　

五
所
川
原
地
区
支
部

　

電
話　

34
•
２
１
１
１　

発行/つがる市役所総務部総務課　〒038-3192 青森県つがる市木造若緑61番地1　☎0173-42-2111　http://www.city.tsugaru.aomori.jp

●市の人口と世帯数（平成19年９月14日現在） ●人口 39,051人（男 18,677人／女 20,374人） ●世帯数　13,376世帯

広報

2007
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お知らせ号

№64

　

10
月
の
行
政
相
談

〈
森
田
会
場
〉

日　

時　

10
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場　

所　

森
田
高
齢
農
業
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

行
政
相
談
委
員　

佐
藤　

朋
子 

氏

　
　
　
　
　

森
田
町
床
舞
豊
原
84
の
２

　
　
　
　
　
　

電
話　

26
•
２
３
７
０

〈
柏 

会 

場
〉

日　

時　

10
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場　

所　

柏
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

行
政
相
談
委
員　

鈴
木　

克
隆 

氏

　
　
　
　
　

柏
鷺
坂
清
見
62
の
42

　
　
　
　
　
　

電
話　

35
•
２
０
４
２

〈
稲
垣
会
場
〉

日　

時　

10
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場　

所　

稲
垣
公
民
館

　
　
　
　

行
政
相
談
委
員　

藤
田　

明
夫 

氏

　
　
　
　
　

稲
垣
町
豊
川
酒
田
27

　
　
　
　
　
　

電
話　

46
•
３
８
６
０

〈
車
力
会
場
〉

日　

時　

10
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
　

※
21
日
以
外
も
毎
日
実
施
し
て
お
り
ま
す

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
２
時
〜
４
時

　
　

（ 

事
前
に
電
話
で
確
認
の
う
え
お
越
し
く

だ
さ
い
）

場　

所　

む
ら
お
こ
し
拠
点
館
フ
ラ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　

電
話　

69
•
５
２
１
５

　
　
　
　

行
政
相
談
委
員　

鳴
海　
　

久 

氏

　
　
　
　
　

牛
潟
町
柏
山
３
の
１

　
　
　
　
　
　

電
話　

56
•
３
５
１
４

　

秋
の
行
政
相
談
週
間

〈
木
造
会
場
〉

日　

時　

10
月
16
日
（
火
）
〜
19
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場　

所　

市
役
所
２
階　

相
談
室

　
　
　
　

行
政
相
談
委
員　

工
藤　

義
則 

氏

　
　
　
　
　

木
造
若
緑
５
の
７

　
　
　
　
　
　

電
話　

42
•
５
５
６
８

●
10
月
の
献
血

日
時
・
場
所　

10
月
17
日
（
水
）

　

•
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
　

市
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー
前

　

•
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　
　
　
　
　

成
人
病
セ
ン
タ
ー

●
健
康
チ
ェ
ッ
ク
デ
ー
in
木
造

日　

時　

10
月
19
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
正
午

場　

所　

木
造
体
育
セ
ン
タ
ー

内　

容

　

•
血
圧
、
体
脂
肪
、
腹
囲
測
定

　

• 

愛
煙
家
相
談
（
呼
気
中
一
酸
化
炭
素
濃
度
、

尿
中
ニ
コ
チ
ン
濃
度
測
定
）

　

•
骨
密
度
測
定
（
骨
の
強
度
）

　

•
内
臓
脂
肪
チ
ェ
ッ
ク

　

•
血
管
年
齢
測
定

　

※
健
康
手
帳
の
あ
る
方
は
持
参
く
だ
さ
い

●
第
３
回
健
康
づ
く
り
講
座

日　

時　

10
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場　

所　

車
力
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
肥
満
と
心
臓
病
〜

講　

師　

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
★
希
望

　
　
　
　

院
長　

小
笠
原　

幸
裕 

氏

そ
の
他　

 

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
認
定
講
座
に

な
っ
て
い
ま
す

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

市
役
所　

健
康
推
進
課

電
話　

42
•
２
０
４
４　

　

農
家
相
談
に
つ
い
て

　

左
記
の
と
お
り
農
家
相
談
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
農
地
の
売
買
、
賃
貸
借
等
相
談
し
た
い
方

は
、
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日　

時　

10
月
19
日
（
金
）、
26
日
（
金
）

場　

所　

○
稲
垣
支
所

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　
　
　
　

○
車
力
支
所

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

つ
が
る
市
農
業
委
員
会
事
務
局

電
話　

25
•
３
８
２
０　

　

慣
行
栽
培
基
準
の
一
部
改
正

　

国
の
「
特
別
栽
培
農
産
物
に
係
る
表
示
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
改
正
に
伴
い
、
つ
が
る
市
の
慣
行

栽
培
基
準
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

●
作
物　

水
稲

　

•
節
減
対
象
農
薬
（
使
用
成
分
回
数
）
20
回

　

•
化
学
肥
料
（
窒
素
成
分
量
）

　
　

９
．
６
５
㌔
／
10
㌃

　

問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所 

農
林
水
産
課 

水
田
農
業
対
策
室

電
話　

25
•
２
１
１
１　

※ 詳しくは、広報10月１
日「お知らせ号」をご
覧下さい。
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大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

　
　
　
　
　

届
出
が
必
要
で
す

　

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
大
規
模
土
地
取

引
に
は
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

届
出
が
必
要
な
土
地
取
引
は
次
の
通
り
で
す
。

○
取
引
の
形
態

　

 　

売
買
、
交
換
、
営
業
譲
渡
、
譲
渡
担
保
、

代
物
弁
済
、
共
有
持
分
の
譲
渡　

等

○
取
引
の
規
模

　

①
都
市
計
画
区
域　

５
０
０
０
㎡
以
上

　

②
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
万
㎡
以
上

　

土
地
の
取
得
者
は
、
契
約
を
締
結
し
た
日
を

含
め
て
２
週
間
以
内
に
届
出
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
青
森
県
整

備
企
画
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

http://www.pref.aomori.lg.jp/skikaku/tochi/

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

市
役
所 

企
画
課 

電
話
42
•
２
３
７
２

　

ア
メ
リ
カ
文
化
講
座
開
催

　

つ
が
る
市
姉
妹
都
市
協
会
で
は
、
姉
妹
都
市

（
米
国
メ
ー
ン
州
バ
ス
市
）
交
流
の
一
環
と
し

て
ア
メ
リ
カ
文
化
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内　

容　

ア
メ
リ
カ
の
文
化
や
日
常
生
活
体
験

日　

時　

11
月
７
日
（
水
）、
14
日
（
水
）、

　
　
　
　

28
日
（
水
）、
12
月
５
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

場　

所　

「
松
の
館
」　

視
聴
覚
室

定　

員　

20
名
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

無
料

講　

師　

国
際
交
流
員

※
10
月
31
日（
水
）ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

つ
が
る
市
姉
妹
都
市
協
会
事
務
局

 

（
市
役
所 

企
画
課
）
電
話
42
•
２
３
７
２

　

一
日
技
能
教
室
開
催

　

県
立
弘
前
高
等
技
術
専
門
校
つ
が
る
校
で
は
、

訓
練
内
容
を
紹
介
し
、
実
習
作
業
等
を
通
じ
て

職
業
訓
練
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
一
日
技
能
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

11
月
16
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
正
午

場　

所　

弘
前
高
等
技
術
専
門
校
つ
が
る
校

　
　
　
　

（
木
造
桜
木
17
の
２
）

対
象
者　

地
域
住
民

実
習
内
容　

溶
接
課　

焼
き
肉
鉄
板
の
製
作

　
　
　
　
　

配
管
課　

子
供
用
い
す
の
製
作

定　

員　

各
訓
練
課
20
名

服　

装　

 

安
全
に
実
技
の
で
き
る
衣
服
や
ズ
ッ

ク
等
を
着
用

受
付
期
間 　

11
月
６
日
（
火
）
〜
13
日
（
火
）

（
土
、
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

県
立
弘
前
高
等
技
術
専
門
校
つ
が
る
校

　
　

担
当　

中
村
、
千
葉

電
話　

42
•
２
４
２
４　

　

農
業
用
軽
油
引
取
税
免
税
証
の

　
　
　
　
　

交
付
申
請
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
に
使
用
す
る
農
業
用
軽
油
引
取
税

免
税
証
の
交
付
申
請
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け

し
ま
す
。

日　

時　

11
月
５
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場　

所　

五
所
川
原
合
同
庁
舎
３
階
会
議
室

※ 　

申
請
用
紙
は
、
西
北
地
域
県
民
局
県
税
部

の
ほ
か
、
農
協
等
の
軽
油
取
扱
店
に
あ
り
ま
す
。

　

 　

農
協
等
の
軽
油
取
扱
店
を
通
じ
て
申
請
書

を
提
出
す
る
方
は
、
10
月
末
ま
で
に
希
望
の

取
扱
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

西
北
地
域
県
民
局
県
税
部
県
税
課

電
話
34
•
２
１
１
１
（
内
線
２
０
８
）

　

税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ
で
す

　

国
税
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
11
月
１
日
以
降

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で
お
答
え
し
ま
す
。

　

ま
た
、
税
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
き
は
、
い

つ
で
も
手
軽
に
税
情
報
を
入
手
で
き
る
「
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ

スhttp://w
w
w
.nta.go.jp/

）
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
面
接
に
よ
る
相
談
を
希
望
の
方
は
、

あ
ら
か
じ
め
税
務
署
に
相
談
の
日
時
を
予
約
し
、

関
係
書
類
を
持
参
の
上
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

電
話
番
号
・
問
い
合
わ
せ
先

　

五
所
川
原
税
務
署　

電
話
34
•
３
１
３
６

「市税の納付」相談を行っています
　市役所収納課では、市税（市･県民税、国民健康保険税など）の「納付相談」を収納課窓口で随時行っています。　市役所収納課では、市税（市･県民税、国民健康保険税など）の「納付相談」を収納課窓口で随時行っています。
　特に、国民健康保険税は未納のままにしておきますと「被保険者証」ではなく「資格証明書」の交付となり、　特に、国民健康保険税は未納のままにしておきますと「被保険者証」ではなく「資格証明書」の交付となり、
保険医療機関で診療を受ける場合は診療費用の全額を支払うことになります。保険医療機関で診療を受ける場合は診療費用の全額を支払うことになります。
　また、今年度も個人住民税（市･県民税）の滞納者については、地方税法にもとづき、青森県（西北地域県　また、今年度も個人住民税（市･県民税）の滞納者については、地方税法にもとづき、青森県（西北地域県
民局県税部）に対し、徴収移管（県税部が直接徴収、差押え等を実施）をする場合があります。民局県税部）に対し、徴収移管（県税部が直接徴収、差押え等を実施）をする場合があります。
　是非、納付相談にお越しください。　　是非、納付相談にお越しください。　
　都合によりお越しになれない場合は、ご連絡をいただければお伺いします。　都合によりお越しになれない場合は、ご連絡をいただければお伺いします。

問い合わせ先　　市役所　収納課　電話　４２－２１６３
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　優良品目・品種への改植や園地
整備などへの「果樹経営支援対策
事業」を、平成20年度に実施希望
の方は、次により事業の受付を行
います。

日　　　時 場　　　所
１０月２２日（月）
午前９時～午後４時

ＪＡつがるにしきた森田支店　　電話49－7789
市役所　農林水産課　　　　　　電話42－1109

１０月２３日（火）
午前９時～午後４時

ＪＡつがるにしきた　柏支店　　電話25－2002
市役所　農林水産課　　　　　　電話42－1109

　１　どのような助成内容となっていますか。

何ができるの？（事業内容） 助成額はいくら？ 支援を受けられる人は？ (助成対象者)
１　優良品目・品種への転換
　⑴　改植
　　①りんごからりんご（わい化）
　　②りんごからりんご（普通樹）
　　③その他果樹（ぶどう、おうとう等）
　⑵　高接ぎ（すべての果樹）

定額（32万／10ａ） 
定額（16万／10ａ） 
補助率１／２ 
補助率１／２

産地計画で位置づけられた
担い手農業者

 ２　小規模園地整備（すべての果樹）
　　①園内道の整備
　　②園地傾斜の緩和
　　③土壌土層改良

補助率１／２

　２　 助成対象の「産地計画で位置づけられた担い手」とは、どんな農業者ですか。どのような内容となって
　　　いますか。

　◆ 　事業推進に当たっては、市町村などを単位に、生産者代表、ＪＡ、市町村、県で構成する産地協議
会が、将来の産地計画をつくり、担い手を位置づけることになっています。

　　◆　つがる市果樹産地構造改革計画で位置づけられた担い手とは、
　　　①　認定農業者　　②　本人又は後継者が70歳未満で、果樹経営面積が80ａ以上
　　　③　新規就農者のいずれかに該当する農業者。
　３　事業実施期間はいつからいつまでですか。　　　　◆　平成２２年度までです。

　４　事業にはどんな特徴がありますか。
　　◆　集団要件はなく、個人で事業を実施できます。
　　◆　2アールから事業を実施できます（改植・高接、土層改良の場合）。
　　◆　自力施工ができ、工事費を軽減できます（りんごからりんごへの改植の場合）。
　　◆　伐採～苗木植付けまでを２カ年で実施することができます（改植、高接の場合）。
　５　支援を受けるには、主にどんな要件がありますか。
　　◆　生産出荷目標の配分を受けて、計画出荷に取り組む必要があります（りんごの場合のみ）。
　　◆　対象面積は２アール以上です（10アール以上のメニューもあります）。
　６　支援対象とならないのは、主にどのようなケースですか。
　　◆　産地計画に位置づけられていない品目・品種を改植・高接ぎした場合。　
　　◆　改植する前と同じ品種を改植・高接ぎした場合（普通樹からわい化の改植は助成対象）。
　　◆　新植する場合（山手から条件の良い平場などへ園地を移動する「移動改植」は助成対象）。
　７　事業を活用してわい化改植を行った場合の経費等はどうなりますか。
　　◆　ふじを普通樹からわい化に改植した場合は次のとおりです。
　　　（例：10アールに苗木100本植付けした場合）
　　　　■経　費　•苗木100本 ……… 購入（2,000円／本×100本）　20万円
　　　　　　　　　•支　柱　………… 購入（1,500円／本×100本）　15万円
　　　　　　　　　•その他（伐採・抜根～苗木植付け）…… 自力施工　0円　　　　合計　35万円　①
　　　　■国からの補助金　・りんごからりんご（わい化）…… 定額（10アール）　　合計　32万円　②
　　　　■農業者の自己負担・・・・・・・・（上記①－②）　　　　　　　　　　　　合計　 3万円　③

相談窓口・お問い合せ先　　○ 市役所　農林水産課　　　　　電話４２－１１０９
　　　　　　　　　　　　　○ ＪＡつがるにしきた森田支店　電話４９－７７８９
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 柏　支店　電話２５－２００２
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前
回
は
、
若
い
世
代
を
対
象
に
男
女
共
同
参

画
に
関
連
し
た
お
話
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
年
配
者
の
方
々
に
お
話
を
い
た
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

 

年
配
者
の
方
々
に
向
け
て

◆
女
性
の
社
会
進
出

　

昭
和
30
年
か
ら
40
年
代
に
お
い
て
、
妻
は
家

事
、
子
育
て
を
し
て
家
庭
を
守
り
、
ま
た
夫
は

企
業
で
長
時
間
労
働
に
よ
り
企
業
の
生
産
性
確

保
に
貢
献
し
、
企
業
は
年
功
序
列
と
終
身
雇
用

制
度
を
守
る
相
互
関
係
に
よ
り
企
業
の
業
績
を

伸
ば
し
、
そ
の
結
果
、
社
会
全
体
が
高
度
経
済

成
長
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
経
済
環
境
の
変
貌
で
、
企

業
は
、
企
業
実
績
が
上
が
ら
な
い
た
め
、
雇
用

制
度
を
改
め
、
人
件
費
見
直
し
や
成
果
主
義
へ

移
行
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
家
庭
に
お
い
て
は
、
夫
の
収

入
が
減
り
家
計
が
厳
し
い
状
況
と
な
り
、
夫
だ

け
の
収
入
に
頼
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
女
性
の
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学

増
加
や
企
業
の
Ｏ
Ａ
化
な
ど
で
女
性
の
就
業
機

会
が
増
加
す
る
環
境
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。

　

女
性
の
社
会
進
出
が
進
め
ば
、
共
稼
ぎ
世
帯

が
増
加
し
ま
す
。

◆
固
定
的
役
割
分
担
の
意
識
改
革
を

　

共
稼
ぎ
世
帯
で
は
、
仕
事
、
家
事
、
育
児
、

教
育
、
介
護
な
ど
生
活
全
般
に
わ
た
り
様
々
な

悩
み
を
抱
え
、苦
労
し
て
い
る
の
に
加
え
、様
々

な
リ
ス
ク
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
家
事
、
育
児
、
介
護
の
分
担

が
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
あ
れ
ば
、
そ
の
し
わ
寄

せ
が
ど
こ
に
集
中
す
る
か
明
ら
か
で
す
。
そ
の

た
め
、
夫
婦
間
で
、
固
定
的

な
役
割
分
担
意
識
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ

れ
は
、
若
い
世
代
の
こ
と
だ

け
で
な
く
、
年
配
者
の
方
々

も
必
要
な
こ
と
で
す
。

◆
少
子
化
対
策

　

非
婚
化
、
晩
婚
化
に
加
え
、
夫
婦
の
出
生
力

が
低
下
し
て
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
少

子
化
の
流
れ
が
ま
す
ま
す
加
速
し
ま
す
。
少
子

化
の
急
速
な
進
展
は
、
社
会
や
経
済
、
地
域
の

持
続
的
な
可
能
性
を
根
底
か
ら
揺
る
が
す
こ
と

と
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
少
子
化
対
策
は
、

優
先
度
の
高
い
重
要
課
題
と
い
え
ま
す
。

　

最
近
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、「
仕
事
と
家

庭
の
両
立
支
援
と
、働
き
方
の
見
直
し
の
促
進
」

と
「
子
育
て
に
お
け
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
」

が
多
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
働
く
女
性
が
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
や
働
き
方
の

見
直
し
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
少
子
化
対
策
の
柱
と
言
え
ま
す
。

　

子
ど
も
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
が
安
心
し
て
次
の

世
代
を
育
む
た
め
に
も
、
男
女
共
同
参
画
の
推

進
が
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
若
夫
婦
の
良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に　

　

若
い
夫
婦
が
抱
え
て
い
る
悩
み
や
苦
労
に
対

し
て
、
ま
た
、
特
に
少
子
化
対
策
の
た
め
に
も
、

年
配
者
の
皆
さ
ん
、
家
庭
や
地
域
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
良
き
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

社
会
全
体
を
見
れ
ば
、
社
会
の
担
い
手
と
し

て
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
女
性
だ
け
で
は

な
く
、
年
配
者
の
皆
さ
ん
あ
な
た
方
も
必
要
と

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

◆
退
職
後
の
夫
婦
の
状
況

　

平
均
寿
命
が
延
び
た
結
果
、
あ
る
調
査
で
は
、

夫
の
定
年
後
に
夫
婦
で
過
ご
す
期
間
を
、
昭
和

50
年
と
平
成
16
年
と
比
べ
る
と
、
約
13
年
か
ら

約
19
年
と
大
幅
に
伸
び
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
夫
婦
の
意
識
と
し
て
、
内
閣
府
「
高

齢
者
の
健
康
意
識
調
査
」
に
よ
れ
ば
、「
心
配
、

悩
み
事
の
相
談
相
手
や
介
護
を
頼
む
相
手
」
に

つ
い
て
、
男
性
は
「
配
偶
者
」
と
答
え
た
割
合

が
高
く
、
女
性
は
「
子
ど
も
」
と
答
え
た
割
合

が
高
く
な
っ
て
お
り
、
退
職
後
に
男
性
は
女
性

に
比
べ
て
配
偶
者
を
頼
る
傾
向
が
強
い
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

ま
た
、
各
調
査
か
ら
も
女
性
は
男
性
よ
り
平

均
寿
命
が
長
く
、
配
偶
者
の
死
亡
後
に
一
人
で

暮
ら
す
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
充
実
し
た
老
後
の
夫
婦
生
活
を

　

ま
ず
は
、
老
後
の
夫
婦
生
活
の
長
い
期
間
を
、

家
庭
の
中
だ
け
で
送
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
家
庭
を
中
心
に
長
時
間
二
人
だ
け
で
生
活

し
た
ら
、
ど
ん
な
仲
の
良
い
夫
婦
で
も
、
互
い

に
干
渉
し
合
い
、
い
ざ
こ
ざ
が
起
こ
り
が
ち
で

す
。

　

ま
た
、
男
性
が
女
性
に
頼
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
気
持
ち
の
ま
ま
夫
婦
生
活
を

送
っ
た
ら
、
妻
は
不
満
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

と
な
り
、
夫
婦
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
家
庭
で
は
夫
が
妻
に
頼
る
ば
か
り

で
な
く
、
夫
は
家
事
に
積
極
的
に
協
力
し
、
家

庭
で
役
に
立
つ
人
に
な
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

そ
し
て
、
今
か
ら
、
夫
婦
と
も
に
地
域
社
会

や
共
通
の
趣
味
を
通
じ
た
友
人
グ
ル
ー
プ
、
さ

ら
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
参
加
し
て
、

決
し
て
生
き
が
い
を
失
っ
た
一
人
暮
ら
し
生
活

を
送
ら
な
い
よ
う
に
、
生
き
生
き
と
充
実
し
た

高
齢
時
代
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
は
、
次
世
代
の
た
め
に
、
明
る
い
つ

が
る
市
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
多
彩
な
経
験

を
も
う
一
度
社
会
に
還
元
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

定
年
後
、
夫
婦
が
と
も
に
充
実
し
た
生
活
を

す
る
上
で
、
夫
婦
の
あ
り
方
は
一
番
重
要
な

テ
ー
マ
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
早
め
に
夫
婦
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
将
来
の
計
画

を
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

つがる市男女共同参画推進
｢市民の集い｣開催のお知らせ　

日　時　11月22日 ㈭　午後６時
場　所　「松の館」
講　師　一條　敦子 氏（COCOAあおもり代表）
テーマ
　「人間を尊重し、思いやり優しさに
　　　　　　　　　　　　あふれるまち」
対象者　市民の方
　　男女共同参画への第１歩です。
　　皆さんをお待ちしています。
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９
月
25
日
、
市
役
所
前
で
「
稲
わ

ら
焼
却
防
止
巡
回
」
の
出
発
式
が
関

係
者
等
約
30
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

福
島
市
長
は
「
わ
ら
焼
き
は
、
健

康
や
交
通
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
ら
焼
き
防
止
を
呼
び
か
け
、
稲
わ

ら
は
有
効
な
土
づ
く
り
の
資
源
で
あ

る
こ
と
を
啓
発
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
、
稲
わ
ら
焼
却
ゼ

ロ
宣
言
を
し
ま
し
た
。

　

出
発
式
後
、
巡
回
指
導
車
で
わ
ら

焼
き
防
止
を
呼
び
か
け
市
内
の
稲
刈

り
を
行
っ
て
い
る
農
家
へ
チ
ラ
シ
配

布
を
し
巡
回
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

稲
わ
ら
の
活
用
を
お
願
い
す
る
市
長

市職員の人事異動
平成19年10月1日付

新任（旧任）氏名
【部長級】
総務部長（総務部長兼稲垣支所長）

長谷川　勝　則
教育委員会事務局次長兼全国スポーツレクリエー
ション祭事務局分室長（教育委員会事務局次長）   

半　田　　　修
【次長級】
稲垣支所長（全国スポーツレクリエーション祭事務
局分室長） 　　　　　　　　　　　佐々木　富　雄
【総務部】〔出張所〕
出張所副参事（民生部市民課副参事）

成　田　千賀子
【民生部】〔市民課〕
民生部市民課総括主幹（全国スポーツレクリエー
ション祭事務局分室総括主幹） 　　奈　良　淳　子

【福祉部】〔介護課〕
福祉部介護課副参事（出張所副参事）

楠　美　秀　子
【会計課】
会計課総括主幹（福祉部介護課総括主幹）

野　呂　文　子
【車力支所】〔総務財政課〕
総務財政課主幹（車力学校給食センター主幹）

北　澤　　　博
【教育委員会】〔車力学校給食センター〕
車力支所総務財政課技能技師〔兼〕車力学校給食セ
ンター技能技師（車力支所総務財政課技能技師）

松　橋　文　仁

第4回
目

参加者
募集

参加者
募集

参加者
募集 スケートを上手に滑れる基礎を学び

ます。
　水族館ではイルカショーを見学し、バンドウイルカの力
強いダイナミックなジャンプをご覧いただけます。また、
ラッコのお食事タイムではかわいらしい様子をご覧いただ
けます。

日　　　程

１１月１０日 ㈯ 午前8：30～午後4：30
　８：３０ ｢松の館｣ 集合・出発
１０：００　県営スケート場（注１）
１２：００　昼食
１３：３０　浅虫水族館見学
１５：００　浅虫水族館出発
１６：３０　「松の館」到着

募 集 人 員 小学生（５～６年生）　２５人限定
参　加　料 一人1，７００円

申 し 込 み
締 め 切 り

　10月31日㈬までにお申し込みください。
　申し込みは、電話で確認後生涯学習課(「松
の館」)で用意している申込用紙に記入・押
印の上、参加費を添えてお申込ください。
　申し込みには印鑑が必要です。
　募集人員になり次第締め切ります。

服装・準備
上着／防寒のため。
手袋／防寒と安全のため。
飲み物／水分補給のため。

注１） 申し込み時に、スケート靴のサイズをお知らせくだ
さい。

注２） 講師の都合・天候等の理由により内容を変更する場
合があります。

【問い合わせ先】つがる市教育委員会　生涯学習課
電話　４２－１２００（内線13）　

　「ふれあい広場２８」は森田養護学校と近隣の保育所、小・中・高等学校、地域住民、教育・福祉関係者が交流を深め、
相互理解を図るために開催されています。お気軽に、ご来場ください。
と　き　１０月２０日（土）　　　　　 ところ　県立森田養護学校
日　程　９：10～９：30　受け付け　　９：40～11：40　学習発表の広場
　　　　11：40～13：30　うまいもの広場（そば・うどん有料）
　　　　11：40～12：50　いこいの広場、展示・販売、ゲームコーナー

【問い合わせ先】
青森県立森田養護学校(森田町床舞鶴喰104-5)
　「ふれあい広場28」　担当　上田
　　　　　　　電話　２６－２６１０
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高齢者インフルエンザ予防接種について
　今年も、６５歳以上の方を対象に（国が定める内部障害のある方は６０歳以上）インフルエンザの予防接種を実施します。
混雑・混乱・医療過誤防止のため、各医療機関で別表のように接種時間帯等が決められていますので、よく確認のうえで
接種するようにしましょう。 

○対象者　①予防接種日において満６５歳以上の方
　　　　　② 予防接種日において満６０歳～６４歳で、心臓・腎臓・呼吸器等の機能障害をお持ちの方で、国が定める基

準に該当する方
○自己負担額　１人　1,000円（医療機関の窓口でお支払い下さい）
　※ 生活保護世帯の方は、医療機関窓口で「医療受給証（休日・夜間用）」を提示して下されば、料金が無料となります。また、

老齢福祉年金受給者で、世帯のおもな生計維持者が非課税の方も、料金が無料となりますので申請して下さい。
○病院へ持っていく必要な書類　①予診票（必要事項をすべて記入したもの）　　②接種済票

指定医療機関名 電　話 接　種　日 受 付 時 間 備　考

成人病センター(木造) 42－3111
（内線66）

11／1～11／30
（下記一覧表参照） 13：00～13：30 １日８０人程度

（月～金で祝日は除く）

白生会クリニック木造 42－6118 11／1～12／28 ８：30～12：00
14：00～17：00

土曜日は午前のみ
（月～土で祝日は除く）

成　田　医　院(木造) 42－2011 11／1～12／28 ８：30～12：00 （月～土で祝日は除く）

山内クリニック(木造) 42－7171 11／1～12／28 10：00～11：30
15：00～16：30

１日10人程度（電話予約が必要）月・
火・木・金（祝日は除く）　

誠仁会尾野病院(木造) 42－2133 11／1～12／28 ８：30～10：00 １日20人程度（予約が必要）電話可
（月・火・水・木・土で祝日は除く）

斉　藤　内　科(森田) 26－2228 11／1～12／28 ９：00～11：00
14：00～16：00

金曜日は午前中
（月～金で祝日は除く）

尾　野　医　院(稲垣) 46－2059 11／1～12／29 ８：30～12：00
16：00～17：30

水曜日・祝日は休診
土・日は午前のみ車の送迎は無し

ファミリークリニック☆希望
(車力) 56－2148

10／22～12／25
※10月25日11月1･7･15･
21日を中心に行います。

混雑と医療過誤防止のため予約でお願いします。クリ
ニック受付か、お電話で予約して下さい。

み や し げ 内 科(木造) 49－1123 11／1～12／28 14：00～18：30 月・火・木・金（祝日は除く）

つ が る 診 療 所(森田) 26－2751 11／1～12／28 13：00～16：00 月・水・金（祝日は除く）

※　成人病センターで予防接種を希望する方　　　　成人病センター（地区別）の接種日
接
種
日

１１月成人病センター（地区別）の接種日
１日 ２日 ５日 ６日 ７日 ８日 ９日 １２日 １３日 １４日 １５日

対
象
地
区

松 原
蓮 沼

横 町
上 町
田 町

萢 中
吉 岡・
下 木 造

森田全域
有 楽 町
千 代 町

出 来 島
清 水 町

濁 川
中 の 林
中 館
町 居 田
桜 井
里 見
柴 田

館 岡
亀 ヶ 岡
筒 木 坂
平 滝

下 福 原
吉 見
菰 槌
大 湯 町

近 野
十 文 字
平 野
菊 川
遠 山

広 岡
あざみ岡
越 水
駒 田
吹 原

南 広 森
丸 山
三 ツ 館

接
種
日

１１月成人病センター（地区別）の接種日
１６日 １９日 ２０日 ２１日 ２２日 ２６日 ２７日 ２８日 ２９日 ３０日

対
象
地
区

東 林
西 林
生 田
夕 日 岡

土 滝
加 納
小 田 原
大 畑

蓮 花 田
永 田
善 積

千 代 田
兼 館
出 崎

福 原
石 館

芦 屋
豊 田
芦 沼

蓮 川
川 除

今 市
立 花
出 野 里
芦 部 岡

車力全域 柏 全 域
稲垣全域

※ 　上記の指定日に都合の悪い人は、成人病センター（内線６６）に連絡するか、他のつがる市指定医療機関で接種して
下さるようお願いします。

※　１２時３０分から病院玄関に受付用番号札を準備しますので、それを持ってお待ちください。



　１　木造中央公民館（11月2日㈮～3日㈯ 9：00～17：00　11月4日㈰ 9：00～15：00）
　　　※最終日は早めに終了します。時間に気をつけてください。
　　　・木造菊花秋宝会　・木造盆栽会　・書道　・書の会玉華　・車力書道会　・鷹揚つがる会　・双龍書道会
　　　・瑞林書道会　・流石書道研究会　・夕凪書道会

　２　稲垣交流センター（11月2日㈮～3日㈯ 9：00～17：00　11月4日㈰ 9：00～15：00）
　　　※最終日は早めに終了します。時間に気をつけてください。
　　　・稲垣版画サークル　
　　　・稲垣茶道表千家サークル〈いこいの里〉（11月3日㈯ のみ 9：00～15：00）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11月4日㈰　9：00～14：00　舞台日程）
　　　・保育園遊戯　・華丘レクダンスサークル　・稲垣歌謡クラブ　・三味線サークル　・木造カラオケ教室　他

　３　柏農村環境改善センター（11月2日㈮～3日㈯ 9：00～20：00　11月4日㈰ 9：00～14：00）
　　　※最終日は早めに終了します。時間に気をつけてください。
　　　・柏文化サークル　・柏五月会（龍生派・華道）　・手芸　・車力牡丹の会　・森田刺しゅうクラブ　
　　　・稲垣染物サークル　・こよりの会

　４　森田体育センター（11月2日㈮～3日㈯ 9：00～17：00　11月4日㈰ 9：00～15：00）
　　　※最終日は早めに終了します。時間に気をつけてください。
　　　・木造写真クラブ　・森田写真クラブ　・柏写真クラブ　・車力写真クラブ　・森田華道サークル

　５　牛潟公民館（11月2日㈮～3日㈯ 9：00～17：00　11月4日㈰ 9：00～15：00）
　　　※最終日は早めに終了します。時間に気をつけてください。
　　　・木造チャーチル会　・ヒバ切り絵の会　・車力水墨画　・車力末生流　・小、中学生の作品　
　　　・北沢社中（龍生派・華道）
　　　・車力大日本茶道学会（11月2日㈮ のみ 9：00～15：00）

　６　車力農民研修センター（11月4日㈰ 9：00～15：00）
　　　・つがる市囲碁愛好会（西北市町対抗シルバー囲碁大会）

11月2日㈮～4日㈰
■ 舞台公演部門日程（会場：「松の館」）
●11月2日㈮
  9：30～　開会行事
10：00～　山百合会
12：30～　津軽名和会（大正琴）
13：30～　つがる逍遥会
14：50～　柏健康レクダンス
18：30～　木造カラオケ教室

●11月3日㈯
10：00～　丸岡流手踊教室
12：30～　木造藤瑩会
14：15～　華丘レクダンスサークル
15：50～　車力京和会
18：30～　童謡･「蕾の会」

●11月4日㈰
10：00～　木造詩吟舞教室･森田詩吟会
　　　　　  森田吟舞
12：30～　木造大正琴琴友会
　　　　　  木造弥三郎踊り保存会
14：20～　つがる宝生会
18：00～　コーラス華

●11月4日㈰　　10：00～15：00　茶道遠州流中村社中（２階和室）

主催／つがる市文化団体協議会 後援／つがる市・つがる市教育委員会
【問い合わせ先】つがる市文化団体協議会　　事務局／鶴賀　善宏　電話 26－３４７２

■ 展示部門日程

※会場毎に開催時間が異なりますので、時間を確認の上来場ください。




